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 サッカー・ワールド・カップは、オリンピック同様ほとんどの国にとってインフラのた

めの膨大な出費が必要となる。計画は主催国選定の初期段階から作成される。したがって

活動的な亜鉛めっき業界はこれに対して密着した活動ができることが必要となる。本論文

では 2010 年サッカー・ワールド・カップを通じての意思決定プロセス、選定されたスタジ

アム設計と南アの溶融亜鉛めっき業界への示唆につき報告する。全部で６つの新しいスタ

ジアムが建設され、４つの拡張工事が行われている（建設またはアップグレードされてい

る多数の練習用スタジアムを除く）。構造物の中で関心の強い部分（特に屋根部分）では広

範に亜鉛合金系が使用されていた。全部のスタジアムの群集コントロールのための設備－

フェンス、手すり、ごみ置場、回転柵、座席腕木（50 万個に近い新しい腕木がつけられた

－すべて亜鉛めっき！）、配線渠、照明設備、消火設備、ケーブル函は亜鉛めっき鋼が指定

されている。すべてスタジアムの屋根周り歩道用には亜鉛めっきされたパネルのオープ

ン・グレーチングが使われている。合計すると約 40％の鋼材面積が溶融亜鉛めっきである！

スタジアム周辺のインフラには亜鉛めっきが広範に使用されており、景観上必要なところ

（照明柱など）には多くの場合デュプレックス仕上げとなっている。最後に、南アは広範

囲のインフラ更新－新しい高速道路、空港、さらに高速鉄道も－が完成に近づいている。

本論文ではこれらへのチャレンジへの成功と失敗について明らかにする。 

 


